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開催日 受講日数 定 員

平成30年 1月26日� １日 100名

3月23日� １日 100名
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産業廃棄物処理業の振興方策に
関する提言

平成29年3月 環境省
産業廃棄物処理業の振興方策に関する検討会
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建設廃棄物処理委託契約書の改訂について
（建設六団体副産物対策協議会建設資料普及センター）
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平成29年９月21日

水銀廃棄物の規制措置に伴う

「産業廃棄物処理委託契約書の手引」の追補のお知らせ

公益社団法人 全国産業廃棄物連合会

水銀廃棄物に係る規制として、平成29年10月１日より、「水銀使用製品産業廃棄物」及び「水

銀含有ばいじん等」に対する規制措置が開始されます。この規制措置に伴い、当連合会発行の

「産業廃棄物処理委託契約書の手引（平成28年３月）」に掲載している委託契約書標準様式の一部

を下記のとおりとします。

１．委託契約書標準様式の改定項目

・標準様式１ 産業廃棄物収集・運搬委託契約書：第３条第１項 カ

・標準様式２ 産業廃棄物処分委託契約書：第３条第１項 カ

・標準様式３ 産業廃棄物収集・運搬及び処分委託契約書：第３条第１項 カ

・標準様式４ 産業廃棄物処理委託契約書：「適正処理に必要な情報」の記載欄

２．改定内容

①標準様式１～標準様式３の一部改定（平成29年10月１日から。下線部が改定箇所）

②標準様式４の「適正処理に必要な情報」の記載欄の改定（平成29年10月１日から）

○改定条文

第３条第１項 カ 石綿含有産業廃棄物、特定産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又

は水銀含有ばいじん等が含まれる場合は、その事項

（参考）現行条文

第３条第１項 カ 石綿含有産業廃棄物又は特定産業廃棄物が含まれる場合は、その事項

○改定の内容

産業廃棄物処理委託契約約款第３条第１項に基づく委託業務の内容（4）の「適正処理

に必要な情報」の記載欄の記載項目の中に次の２項目を追加する。

水銀使用製品産廃の有無

水銀含有ばいじん等の有無
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地域別最低賃金額が改定されました

○ 都道府県ごとに決定される地域別最低賃金額が下表のとおり改定され、９月30日から順次発

効します。

○ 最低賃金は、最低賃金法に基づき、国が賃金の最低額を定めたものです。

○ 最低賃金は、パート、学生のアルバイト、嘱託などといった雇用形態やその呼称にかかわら

ず、すべての労働者に適用されます。

○ 仮に、労使の合意により最低賃金額より低い賃金を定めたとしても、それは、最低賃金法に

よって無効とされ、最低賃金額と同様の定めをしたものとされます。

○ 地域別最低賃金額以上の賃金額を支払わない場合には、罰金（上限50万円）が科せられる場

合があります。

○ 派遣労働者は、派遣先の事業場に適用される地域別最低賃金額が適用されます。

○ 中小企業・小規模事業者に向けて、生産性向上を支援する業務改善助成金や最低賃金総合相

談支援センターにおける相談等の支援策を設けています。詳細は厚生労働省HPの検索画面又

は検索エンジンから「業務改善助成金」で検索して下さい。

厚生労働省からのお知らせ
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平成29年度地域別最低賃金改定状況

都道府
県 名

時間額
【円】

発効
年月日

都道府
県 名

時間額
【円】

発効
年月日

都道府
県 名

時間額
【円】

発効
年月日

北海道 810 H29.10.１ 石 川 781 H29.10.１ 岡 山 781 H29.10.１

青 森 738 H29.10.６ 福 井 778 H29.10.１ 広 島 818 H29.10.１

岩 手 738 H29.10.１ 山 梨 784 H29.10.14 山 口 777 H29.10.１

宮 城 772 H29.10.１ 長 野 795 H29.10.１ 徳 島 740 H29.10.５

秋 田 738 H29.10.１ 岐 阜 800 H29.10.１ 香 川 766 H29.10.１

山 形 739 H29.10.６ 静 岡 832 H29.10.４ 愛 媛 739 H29.10.１

福 島 748 H29.10.１ 愛 知 871 H29.10.１ 高 知 737 H29.10.13

茨 城 796 H29.10.１ 三 重 820 H29.10.１ 福 岡 789 H29.10.１

栃 木 800 H29.10.１ 滋 賀 813 H29.10.５ 佐 賀 737 H29.10.６

群 馬 783 H29.10.７ 京 都 856 H29.10.１ 長 崎 737 H29.10.６

埼 玉 871 H29.10.１ 大 阪 909 H29.９.30 熊 本 737 H29.10.１

千 葉 868 H29.10.１ 兵 庫 844 H29.10.１ 大 分 737 H29.10.１

東 京 958 H29.10.１ 奈 良 786 H29.10.１ 宮 崎 737 H29.10.６

神奈川 956 H29.10.１ 和歌山 777 H29.10.１ 鹿児島 737 H29.10.１

新 潟 778 H29.10.１ 鳥 取 738 H29.10.６ 沖 縄 737 H29.10.１

富 山 795 H29.10.１ 島 根 740 H29.10.１

行政情報 ADMINISTRATION INFORMATION
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施設見学会

日 に ち 平成29年９月１日（金曜日）

参加者数 22名

見 学 先 三光㈱／鳥取県

本社

潮見工場

・廃棄物の焼却処理に加え、ＰＣＢや

危険物第５類等の処理困難物を受入

処理。

・余剰蒸気で蒸気タービンを稼働させ

発電するシステムを導入。その電力、

蒸気は潮見工場及びウエストバイオ

マス工場で自家消費。

ウエストバイオマス工場

・近隣市町村の下水道汚泥を主な原料

として、炭化処理しリサイクル品

（成型炭）を製造。低炭素な原料と

して、今後期待されている。

江島工場

・三光株式会社の基幹工場で、山陰地

方最大規模の廃棄物処理施設。廃棄

物の焼却処理及びＲＰＦ製造を行っ

ている。

・焼却時の廃熱を回収した発電により、

焼却炉の消費電力の半分を賄う。

・廃棄物業界で全国初のカーボンクレ

ジット認証取得。

CleanLife2017.1230

事 業 報 告
Business Information

ここでは、公益社団法人大阪府産業廃棄物協会が実施・協力した事業等（平成29年９月～

平成29年11月前半）の概要を紹介します。

三光㈱は低炭素社会の実現に向けて、先進的な技術を導入したストーカ式焼却炉、選別・破砕ライン（システム）、
バイオマス製造プラント（固形燃料製造システム）等の多種多様な施設を複合的に設置し、少量多品種の廃棄物に対
応した「地域に密着した事業モデル」を構築・展開されている山陰地方最大級の廃棄物処理企業。代表取締役社長の
三輪陽通氏（前列右から３番目）自らがお出迎えして下さいました。
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平成29年度

電子マニフェスト操作体験セミナー

日 時

第５回 平成29年９月７日（木曜日）10時00分

第６回 平成29年９月７日（木曜日）14時00分

第７回 平成29年11月７日（火曜日）10時00分

場 所 大阪産業創造館／パソコン実習室

参加人数 合計49名

内 容 パソコンで電子マニフェストのデモシ

ステムの操作体験

講師 辻岡 昌子（事務局事業主任）

廃棄物不適正処理巡視事業

日にち 平成29年９月12日（火曜日）

場 所 柏原市

参画者 河野登志夫（青年部員）

内海 浩子（事務局調査担当）

西田真理子（事務局研修担当）

日にち 平成29年10月16日（月曜日）

場 所 堺市、和泉市

参画者 宮川 基次（収集運搬部会員）

中 真一郎（青年部員）

内海 浩子（事務局調査担当）

改正廃棄物処理法施行令等（水銀関係）の

施行直前セミナー

日 時 平成29年９月25日（月曜日）15時00分

場 所 大江ビル13階／会議室

参加者数 70名

内 容 改正廃棄物処理法施行令等（水銀関係）

の周知と基本事項について再確認、質

疑応答

講 師 龍野 浩一（事務局次長）

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物

適正処理講習会

日 時 平成29年９月27日（水曜日）10時00分

場 所 徳島県JA会館別館２階／大ホール

講 義 産業廃棄物処理実務の基礎

講 師 龍野 浩一（事務局次長）

東大阪市ＥＣＯファミリーフェスタ

日 時 平成29年10月１日（日曜日）10時00分

場 所 東大阪市庁舎１階ロビー及び正面玄関

内 容 市民の環境配慮行動の促進を図るための

家族参加型イベント

2017.12CleanLife 31

シートやホイール等が取り外された車が１台不法投棄されていた

以前に確認した時に比べると近くの墓地と関係のありそ
うなもの（バケツ、ホウキ等）の不法投棄が増えていました

蛍光灯など身近にある産業廃棄物に関する
改正なので予想を上回る参加者数でした

小さい子供もエコって何かを一生懸命考えました
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本会は３R推進ＰＲのイラスト募集ブー

スを出展

参画者 福原 睦美（事務局総務主任）

災害時における廃棄物の処理等の

協力に関する協定調印式（大阪市）

日 時 平成29年10月12日（木曜日）９時00分

場 所 あべのルシアス／会議室

出席者 片渕 昭人（会長）

赤澤 健一（理事兼法政策調査委員長）

松田 裕雄（専務理事兼事務局長）

龍野 浩一（事務局次長）

全国産業廃棄物連合会近畿地域協議会

日 時 平成29年10月13日（金曜日）15時00分

場 所 リーガロイヤルホテル京都

議 題 ・大規模災害発生時における近畿ブロッ

ク災害廃棄物対策調査検討業務につい

て

・公益社団法人全国産業廃棄物連合会活

動について

・近畿各協会の名称変更について

・再生利用推進検討会議の現況と今後の

活動方向について

・その他

参画者 片渕 昭人（会長）

浜野 廣美（副会長）

白坂 悦夫（副会長）

井出 保（副会長）

國中 賢吉（顧問・名誉会長）

松田 裕雄（専務理事兼事務局長）

辻岡 昌子（事務局事業主任）

平成29年度

第２回電子マニフェスト個別導入説明会

日 時 平成29年11月７日（火曜日）14時00分、

14時30分、15時00分、15時30分

場 所 大阪産業創造館／パソコン自習室

参加人数 ５名

内 容 電子マニフェストの円滑な導入手順、

運用や操作方法等を面談形式で相談

講 師 辻岡 昌子（事務局事業主任）

平成29年度

大阪府環境衛生功労者知事表彰

日 時 平成29年11月８日（水曜日）10時30分

場 所 エル・おおさか／エル・シアター

受賞者 高島 浩司（理事）

先進事例調査施設見学会

日にち 平成29年11月10日（金曜日）

場 所 S.P.E.C.㈱エコレ城南島／東京都

詳細は次号に掲載予定

CleanLife2017.1232

協定書を持っての記念撮影。弊会会長片渕昭人（左）
と大阪市環境局長の北辻卓也氏（右）

受賞式後の高島浩司理事（左）と片渕昭人会長（右）
おめでとうございます！

事 業 報 告
Business Information
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廃棄物処理先進事例調査
平成29年７月14日（金）14：00より神奈川県大和市にある極東開発工業株式会社（横浜

工場）に訪問し、23回目となる本会収集運搬部会の先進事例調査として、安全で効率のよ

い廃棄物の収集作業を可能とする脱着ボデー車用「ハイパースイング・フックロール�」

の製造現場を見学しました。

第23回 極東開発工業株式会社･横浜工場

■概 要

会 社 名 極東開発工業株式会社

代 表 者 代表取締役社長執行役員 髙橋 和也

本社所在地 兵庫県西宮市甲子園口６丁目１－45

設 立 1955年６月１日

資 本 金 118億9,986万7,400円（2016年３月末時点）

従 業 員 数 連結2,485名 単独978名（2016年３月末時点）

事 業 内 容 特装車事業 特装車の製造、販売及び修理等

環境事業 環境整備機器及び施設（トレマッシェ�破砕機等）の製造・

建設、販売、修理、運転、メンテナンス等

パーキング事業 立体駐車装置の製造、販売及び修理、駐車場の経営

（コインパーキング）等
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■特装車の製造工程

① 設 計 より頑丈で安全な車両を造るための設計図を作成する。

（受注生産により多品種の取扱いが可能）

↓

② 成形工程 鉄板等の材料を部品の形に切り抜いたり曲げたりして、必要な部品に加工する。

↓

③ 製缶工程 加工された部品を用いてボデーやサブフレーム等を組み立てる。

↓

④ 電着塗装 組み立てられたボデーや各部品にムラのない均一の電着塗装を施し、防錆力を上げる。

（下塗り）

↓

⑤ 組立工程 搬入されたシャシにボデー、サブフレーム、その他の部品等を取り付ける。

↓

⑥ 塗 装 上塗りブースにてボデーに仕上げの塗装を施す。

（上塗り）

↓

⑦ 検 査 完成した車両は検査員による厳しい品質検査を受ける。

（国土交通省の指導を経て、一部の車両については、これにより車検が不要）

↓

⑧ 完 成
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【横浜工場の概要】

・代 表 工場長

・所 在 地 神奈川県大和市深見西４丁目１－62

敷地面積 62,423㎡ 延床面積 62,719㎡

うち工場敷地 45,829㎡ うち工場延床 28,701㎡

うち車両物流センター他 16,594㎡ うち車両物流センター他 34,018㎡

・操 業 1962年３月

・従業員数 547名（2016年３月１日時点）

・環境活動 ISO14001の取得

ＳＯＣ（カドミウム、鉛、水銀、六価クロム）の削減について、一般社団法人日本自

動車車体工業会（JABIA）の自主目標を達成

・備 考 ダンプトラックの主力生産工場で大型車から中小型車まで、トレーラを除く全機種を

生産している。また、１台積車両運搬車：フラトップ�Zero、中小型脱着ボデー車：

フックロール�の生産も行っている。

神奈川県の中央部に位置する大和駅から徒歩圏内で、住宅街、商業施設に囲まれた立

地環境の中、狭い敷地面積を最大限有効活用する工夫（上記延床面積が示すとおりコ

ンパクトで立体的な工場活用）をしている。

会社の経営理念に基づき、地域活動への積極的な参加や小学生をはじめとする一般の

見学者も受け入れ、広く社会に開かれた工場として取り組んでいる。



C L E A N L I F E

CleanLife2017.1236

■ハイパースイング・フックロール�

同社が開発・製造する「ハイパースイング・フックロール�」には、以下の特徴がある。

１）吊上能力

油圧の高圧化とアーム強度の向上により、約13％の吊上能力向

上（同社従来比）がなされ、従来よりもさらに余裕をもった安心

の積込み作業が可能となっている。また、後述の「フックチルト」

により、フックを前方に約70㎜チルトさせることで、さらに吊上

能力の向上を図っている。

２）作業スピード

油圧の高圧化をはじめとした油圧機構の刷新により、約10％の

作業スピード向上（同社従来比）がなされている。さらに傾斜セ

ンサと電磁比例弁を用いた同社独自のKOMT（KyokutoOptimal

MotionTechnology）�システムの採用により、最適なエンジン

回転数での作業が可能となり、スムーズで効率的な作業と機器へ

の負荷低減を図っている。また同社独自のショックレス機構でコンテナの積卸し時のショックを軽減も図っ

ており、コンテナ本体やコンテナ置き場の地面を傷つけにくくするよう配慮されている。加えて、安全回

路設計の採用により、作業時の電気関連トラブルや危険動作を防止するようになっている。

３）フックチルト

車両を移動させずに、フックを325㎜後方にチルトさせてコンテ

ナのリフトバーを引っ掛けることが可能なフックチルトを標準装備

しており、遠くにある積載物を効率よくキャッチできるとともに、

キャリアのバンパーやテールランプへの干渉を防ぎ損傷させにくく

している。

アームには、コンテナの引っ掛け作業を助けてくれるフックサポー

トが装備されており、より簡単にコンテナのリフトバーを引っ掛け

ることが可能である。またフック先端の返しにより、脱着時にコン

テナががたついた場合でも外れにくく、安心して積み込むことがで

きるようになっている。フック背面にはコンテナロックプレートを

採用し、フック背面とコンテナフロントパネルの隙間に入ってコン

テナロックをアシストし、安全な脱着作業に役立つ。
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４）作業全高・作業全長

車体設計及びスイングモーションの最適化によ

り、作業全高の低減と作業全長の短縮化が図られ

ており、これによりさらに多様な現場に対応でき

るようになっている。作業全高の低減により、コ

ンテナの積込み角度が小さくなったので、荷崩れ

しやすい積荷も安心して吊上げが可能となってい

る。

５）ワイヤレスリモコン

荷台の状況を確認しながら操作できるワイヤレスリモコンを標準

装備しており、作業スピードが調節可能なアイドルアップ機能等、

手元で使用状況に合わせた動作パターンを設定でき、作業効率の向

上が図られている。

■脱着式コンテナによる積込みの留意点

１台の車両で様々な積載物の運搬を可能とする

ため、互換性のあるコンテナが多数存在する。ク

レーンやフォークリフトその他の建機と異なり、

積込みはコンテナの脱着のみで済むことから、積

込み時の負荷は大幅に軽減され、また操作に特別

な資格を必要としないことがメリットである。た

だし、キャリアの幅より広いコンテナの積載は道

路交通法上禁止されている。その他にも積載物が

特別な法規の適用を受ける時は、キャリア・コン

テナとも当該法規に適応した構造としなければな

らない。例えばコンテナは道路交通法上「積載物」

として扱われるが、高さの低い（浅い）コンテナ

で土砂を積むことが法的に問題であるか否かは不明確で、コンテナごと「土砂禁車両」として車両登録し

ているケースもあるようである。

工場の見学後、同社の脱着ボデー車を使用して、①コンテナに対し真正面から大きくずれた位置にキャ

リアを配置して積み込んだり、②キャリアが傾いた状態でコンテナを積み込んだりする等、望ましくない

積込み作業を実演していただいた。コンテナ20度、傾き±８度になると吊上げられないそうだが、現実問

題として、そのような状況はありうるので、実際に必要となる技術として今後の課題としているとのこと

である。

●JABIAステッカーについて

脱着ボデー車用コンテナ、国内唯一の公的認定機関で

ある一般社団法人日本自動車車体工業会の定める各部の

強度、互換性についての自主基準に適合したコンテナに

貼り付けられるステッカーで、同社もこのステッカーが

貼り付けられているコンテナの使用を推奨している。

足立課長による会社概要の説明
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■ま と め

廃棄物処理業の事故発生率は、他業種に増

して格段に高いという実情が依然としてあり

ます。廃棄物の収集作業や荷卸し作業におい

ても、それは例外ではありません。これを改

善するため、勿論、ドライバーや作業員に対

する教育・訓練と実践は不可欠ですが、加え

て、より安心・安全で効率のよい廃棄物の収

集及び荷卸しを可能とする車両や技術の研究・

開発も重要になってきます。

その意味において、極東開発工業株式会社

による特装車事業は「産業廃棄物処理業者に

よる安心・安全で効率のよい廃棄物の収集運

搬作業」に大きく寄与するものであり、延い

ては廃棄物の適正処理にも寄与するものです。

今後の、さらなる研究・開発に期待申し上げます。

最後に、訪問にあたり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠実・丁寧にご対応・ご説明くださった、横

浜工場長の木津輝幸様、技術部課長の足立大志様、技術部主任の加藤祐太様、また兵庫県西宮市からご足

労くださった関西支店大阪営業所係長の荒木敏哉様に心からお礼申し上げます。

（文責 東 宏司）

足立課長と加藤主任から特装車について
詳細な説明を聞く
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会員を対象にメールマガジン「CleanLifeオンライン」を配信中です。すでに多数の会員の方に

ご登録いただいておりますが、まだまだ受付中です。配信ご希望の会員の方は本会ウェブサイトでプ

ライバシーポリシーをご確認のうえ、同意された場合には下記要領に従い、配信先メールアドレスの

ご登録（無料）をお願い申し上げます。

公益社団法人大阪府産業廃棄物協会のプライバシーポリシーの開示

http://www.o-sanpai.or.jp/privacy
なお、メールマガジン配信にご登録をされますと、ファックスによる情報提供は停止されます。予

めご了承ください。

【メールマガジン配信先のご登録要領】

１．次の事項をご記入の上、office@o-sanpai.or.jpに送信してください。
①会員の名称

②ご担当者所属・役職・氏名

③電話番号

④配信先メールアドレス（１会員につき1メールアドレスのみの登録となります）

２．送信時の件名は「メールマガジン配信希望（会員の名称）」としてください。

メールマガジン 「CleanLifeオンライン」好評配信中!

CleanLifeオンラインのバックナンバー

９月８日

Vol.38■労働安全衛生標語（スローガン）の募集

について

９月28日

Vol.39■マニフェストの様式の変更等について

（廃棄物処理法政省令改正にともなう水

銀規制等への対応）

10月２日

Vol.40■厚生労働省からの周知依頼（地域別最低

賃金の改定等）

10月４日

Vol.41■産業廃棄物処理委託契約書の様式の変更

等について（廃棄物処理法政省令改正に

ともなう水銀規制等への対応）

10月６日

Vol.42■平成29年度精励従事者表彰候補者の募集

について

10月11日

Vol.43■厚生労働省より緊急要請（死亡災害撲滅

について）

10月13日

Vol.44■産業廃棄物処理業の景況動向調査につい

て等

・産業廃棄物処理業の景況動向調査につ

いて

・平成29年度二酸化炭素排出抑制対策事

業費等補助金による「廃棄物焼却施設

からの余熱等を利用した地域低炭素化

モデル事業」の三次公募について

10月20日

Vol.45■平成29年度産業廃棄物処理業におけるＢ

ＣＰ策定啓発セミナーの開催について

（ご案内）

10月26日

Vol.46■リスクアセスメントに係るセミナーのお

知らせ（厚生労働省）

10月31日

Vol.47■安全衛生活動の現状調査のお願い※処理

業者のみに配信

11月７日

Vol.48■産廃処理業の振興に関する法律案（仮称）

大綱について

11月15日

Vol.49■粉状物質の有害性情報の伝達による健康

障害防止のための取組について
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事 業 案 内
Business Prospectus

電子マニフェスト操作体験セミナー

平成29年12月20日（水）
10時00分・14時00分
平成30年１月30日（火）
10時00分・14時00分

大阪産業創造館 パソコン実習室

大阪市中央区本町1－4－5

これから電子マニフェストの導入を検討されている方、導入して間もない方を対象に、インターネッ

トに接続されたパソコンで、電子マニフェストのデモシステムを利用した操作体験を行い、操作性や

電子マニフェスト利用のメリットを体験してもらうための参加費無料のセミナーです。ご参加希望の

方はＪＷＮＥＴのウェブサイトからお申込みください。

ＪＷＮＥＴウェブサイト http://www.jwnet.or.jp/jwnet

産 廃 塾

平成30年２月14日（水）

13時30分

（公社）大阪府産業廃棄物協会 会議室

大阪市中央区農人橋1－1－22 大江ビル3階

廃棄物処理に関する法務を中心に、参加者の方々が持ち寄られた日常業務で生じる疑問や課題等を参

加者同士が意見交換を行い、他社の取組みや問題解決方法を学び、相互の資質向上を図っていただく

ことを目的とした研修です。

参加費は会員企業は無料、非会員企業はお一人につき2,000円（税込）です。申込方法は詳細が決ま

り次第、弊会ウェブサイトでご案内致します。

（公社）大阪府産業廃棄物協会ウェブサイト http://www.o-sanpai.or.jp

リスクアセスメント研修会

平成30年２月15日（木）

13時30分
大阪市中央区農人橋1－1－22 大江ビル16階

産業廃棄物処理業界は、他産業と比較して労働災害が多い業界です。労働災害防止のための予防的手

段として「リスクアセスメント」という手法があります。これは事業者自らが職場にある危険性また

は有害性を特定し、それによる労働災害（健康障害を含む）の重篤度（災害の程度）とその災害が発

生する可能性を組み合わせてリスクを見積もり、そのリスクの大きさに基づいて対策の優先度を決め、

結果を記録する一連の手法です。本研修会では、実際にリスクアセスメントを体験していただき、そ

れぞれの職場に潜む危険の源をできるだけ取り除き、労働災害が生じない快適な職場にするための対

策を学んでいただきます。参加費は会員企業は無料、非会員企業はお一人につき2,000円（税込）で

す。申込方法は詳細が決まり次第、弊会ウェブサイトでご案内致します。

（公社）大阪府産業廃棄物協会ウェブサイト http://www.o-sanpai.or.jp

廃棄物収集作業向上研修会

平成30年３月９日（金）午後 大阪市中央区農人橋1－1－22 大江ビル16階

主に廃棄物の収集・運搬業務に携わる方々を対象とした研修会です。収集運搬作業時に起こる事故を

未然に防ぐためには、どのようなことに注意して作業を行うか等を学んでいただきます。参加費は会

員企業は無料、非会員企業はお一人につき2,000円（税込）です。申込方法は詳細が決まり次第、弊

会ウェブサイトでご案内致します。

（公社）大阪府産業廃棄物協会ウェブサイト http://www.o-sanpai.or.jp
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社会的信用の向上

本会の事業は、環境分野における不特定多数の利益の増進に寄与するものです。そのような事

業を推進する団体に入会することは、取引先や顧客（一般消費者）、さらには融資元等から環境

意識の高い企業として認知され、社会的信用を得ることに繋がります。CSR（企業の社会的責任）

が、もはや世間の常識となっている現在、以上の傾向は今後ますます強くなっていくものと考え

られます。

相談・助言を受ける機会の優先

排出事業者にとっても、産業廃棄物処理業者にとっても、廃棄物処理法や関係法令は非常にか

かわりの深いものです。しかしながら、これほど解釈・運用の困難な法令も珍しく、専門的な相

談・助言を受けたいと思われている方は多数いらっしゃることと思います。本会に入会すると、

廃棄物処理法に関する講演・執筆等の実績が豊富な常駐の職員による相談・助言を優先的に受け

ることができます。

建設業の経営事項審査の加点対象となります

建設業法施行規則の一部が改正されたことに伴い、平成20年４月１日より経営事項審査の評価

項目及び基準が見直され、社会性評価の項目の中で、防災協定を締結している業者には、加点数

が従来の３点から15点となり大幅な引き上げとなりました。本会は平成18年３月27日に大阪府と

「地震等大規模災害時における災害廃棄物処理等の協力に関する協定」を締結しており、会員の

皆様は、本会交付の証明書により、この制度をご活用いただけます。証明書発行を希望される方

は、「経審の防災協定に係る協会加入証明交付願」をダウンロードしていただき、全てご記入の

うえ、協会へ申請してください。詳細は協会事務局までお問い合わせください。

講習会・研修会への無償又は割引参加

本会が実施する廃棄物管理士講習会に通常の半分の費用で受講できます。また、産廃塾、リス

クアセスメント推進研修会、廃棄物収集作業向上研修会、施設見学会には無償で参加できます。

法令集・技術資料集・手引書等の無償又は割引入手

本会が発行する刊行物を無償で、又は割引して入手できます。また、個別の希望に応じ、適当

な資料等の提供を受けることもできます。

意見交換、福利厚生

定例開催される、会員間の懇親・親睦を深めるための会に参加できます。

入会のメリット
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会 社 名 株式会社 大 都
住 所 大阪府大阪市港区海岸通2－1－11

代表者名 間 口 豪 代表者役職 代表取締役

従業員数 140名 会社設立日 昭和35年10月

会員紹介

Menber

Information

H I S T O R Y

インタビュー

本 社 大阪府大阪市港区海岸通２－１－11

東 京 支 社 東京都港区赤坂１－11－28

M-City赤坂一丁目ビル９F

南港Ｇ－８営業所 大阪府大阪市住之江区南港東４－１

南港Ｊ１営業所 大阪府大阪市住之江区南港南６－８

泉北助松営業所（積替保管） 大阪府泉大津市小津島町２－３

泉北高石営業所 大阪府高石市高砂２－７

国際複合物流センター 大阪府泉大津市小津島町４－12

北恩加島物流倉庫 大阪府大阪市大正区北恩加島１－６－10

事 業 内 容 一般港湾運送業・港湾荷役業・第１種利用運送業（貨物自動車）

第２種利用運送業（内航/外航・JIFFA会員）・通関業

倉庫業・古物商・産業廃棄物収集運搬業（積替え保管あり）

建設業（総合解体業）・一般労働者派遣事業

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.daito.biz/

沿 革

昭和35年10月 大都海運㈱設立、港湾運送業を開始

昭和45年７月 大阪港における沿岸荷役事業免許取得

昭和47年４月 日本初の多目的海上特殊作業船を建造

昭和54年７月 商事部門を担う㈱大都エイジェンシー設立

鉄鋼販売、宅地建物取引業及び損害保険代理店を開始

昭和60年１月 大阪府の一般建設業許可取得

昭和63年10月 堺泉北・助松埠頭内にサイロ倉庫3,000ｔ５基建設

平成元年６月 大正区北恩加島に繊維雑貨専用物流倉庫建設、運営開始

平成４年５月 社名を大都海運㈱から㈱大都に改める

平成７年10月 東京支店開設

平成８年11月 特定建設業許可取得

平成11年３月 堺泉北・助松埠頭に“国際複合物流センター”を建設、佐川

急便と業務提携による運営開始

平成13年11月 大阪港における一般港湾運送業許可取得

平成15年９月 外航海運、並び内航海運の第２種利用運送業許可取得

平成19年10月 フォワーディング事業の根拠として中国青島に事務所開設

平成22年２月 南港Ａ－５にて輸出入貨物の取扱い開始

平成27年12月 堺泉北港・泉北助松サイロにて産業廃棄物収集運搬業（積替

え保管）取得、事業開始。

平成29年８月 南港Ｊ－１営業所開設
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産業廃棄物処理に関して廃棄物処理法がある様に、港湾物流には港湾運送事業法があります。これに基

づいて港湾における荷主又は船舶運航事業者からの需要に応じて貨物の積み下ろしに関して作業を含めて

手配をしていくというのが、法律上

の港湾事業者の仕事です。この大阪

港エリアは大小含めて多くの港湾事

業者が集まっておりますが、大半は

動脈物流です。弊社の特色の一つで

すが会社の発足以来、静脈鉄鋼の鉄

スクラップを取り扱っており、特に

大阪では鉄スクラップの荷役作業に

特化した会社の歴史を作ってきまし

た。大阪港ではかなり特殊ですね。

他社はあまり関心を示されない、と

いうこともありますが静脈物流の範

ちゅうに入る鉄スクラップ等の荷役

作業の出来る岸壁/荷捌き地は新規

では現在、認められておりません。

社章に表した事業と歴史

弊社は昭和35年に大阪港で港湾荷役業・港湾運送業の会社として

創業し、国際物流業、倉庫業、解体業、そしてアパレル業、と事業

領域を拡げて現在に至ります。

まるで車や時計のエンブレムの様だと、言われる事もある弊社の

社章ですが、これは創業者である間口敏三がデザインのイメージを

作りました。縦の様な全体の形は船を真正面から見た形です。その

中の左側にあるのは海の神様のネプチューンが持っている槍で、右

側にあるのは、輸入全盛期に日本で唯一弊社が所有し、大活躍した

多目的海上特殊作業船「ネプチューン号」を描いております。今は

残念ながら海上作業船の需要がなく、船自体も弊社にはありません

が、弊社のシンボルとして社章に残しております。

弊社の物流部ではまず、第１グループにおいて鉄スクラップ等を

取り扱った在来船といわれる貨物船の港湾作業全般のサービス提供をしています。第２グループでは海外

へのコンテナ輸送に対応しており、国際輸送の通関業務と仲介業務に特化しております。そして、港湾荷

役、コンテナ、物流倉庫内の現場作業、業務管理を行っております業務グループ、この３部門があります。

産業廃棄物は第１グループの担当で、大阪港における港湾機能を生かした静脈物流に取り組んでおります。

港湾物流のプロフェッショナルとして

本船作業の様子
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例えば自社で岸壁を持っているヤードがあっても鉄スクラップを含めたバラ貨物の作業をするとなると、

今では港湾局で許可を取る事は難しいようです。このような状況の中、弊社は自社ヤードで古くから鉄ス

クラップを軸に金属原料、コークスなどのバラ貨物を取り扱いが認められております。そしてそこから派

生した事業として港湾を介した産業廃棄物の物流にこの数年の間に本格的に進出致しました。

プライベートバースを除いて大半の臨港地区はそれぞれの自治体である港湾局の管理地で、条例により

その用途が定められております。ほとんどが商港区といって物流センターなどの倉庫機能のある建物を建

てられるくらいで、産業廃棄物の施設は認められておりません。工業港区というエリアが条例上定められ

ている所だけ、産業廃棄物の施設の設置が認められております。大阪港に何ヶ所かある弊社の拠点はいず

れも商港区に定められておりますが、泉大津市の泉北助松埠頭にある弊社の敷地が工業港区になっており、

そこで平成26年に産業廃棄物の積替保管を始めました。助松では大型サイロ（本紙表紙写真）を設置し、

当初はJIS規格に沿った有価物のフライアッシュの取り扱いをしておりました。産業廃棄物の焼却灰も取

り扱えないか、と排出事業者から相談があり、弊社としてもサイロを使った新しい事業が出来ないかと、

考えていた頃でタイミングの合致もあり一年程かけて産業廃棄物（燃え殻、ばいじん）の積替保管の許可

を取得致しました。助松には月に１隻から２隻の入港があり、１隻あたり約4,000ｔのばいじんが完全密

封された粉体貨物専用船で運ばれてきております。船とサイロをパイプで直接つなげて船の圧送でサイロ

に搬入する仕組みで、１時間あたりの搬入量は300～400ｔ、搬入し終えるには10～12時間程かかります。

扱いが難しいと言われる粉体の海上からの搬入ですが、様々な原料を扱ってきた経験値とノウハウを持っ

ているのが弊社の強みでもあります。最近では他の排出事業者の方も興味を示され、よく現場視察に来ら

れます。

ちなみに１基あたり3,000ｔのサイロが５基あるのですが、埋め立て地に30ｍほど杭を打って基礎工事

を行うので、この工事はかなり難航しコストも相当かかったそうです。創業者の時代に建てたのですが、

現在だと30億円～50億円程度要するそうです。今の時代、それ程の設備投資は弊社を含めてどこも難しい

でしょう。

泉北助松埠頭の鉄スクラップ・原料ヤード
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今年８月に開設した南港Ｊ－１ヤードは利用岸壁の水深が12ｍで、積載数量が３万ｔまでの外航船舶を

着岸させることが可能です。鉄スクラップのH２（日本国内における鉄スクラップの指標品種）のかさ比

重から考えると実際には１万ｔから１万５千ｔになるであろうと、予想されますが現在大阪湾岸エリアで

１万ｔ以上の鉄スクラップの本船荷役が出来る港湾事業者は弊社のみですので、今後の営業展開に拡がり

が持てると信じております。

今後の課題ですが、工業港区にまだ弊社の敷地が残っておりますので、そこを生かして港を介した海上

からの受け入れ態勢を拡げたいです。現在積替え保管の許可はばいじんと燃え殻だけなのですが、場合に

よってはもう少し枠を拡げて汚泥や鉱さいなどの許可も取得して、海上輸送にマッチした品目を増やして

いければな、と考えております。

アメリカを見ると国の規模が大きいのでやることも大きい、と思うのですが、日本の行政はサービスの

拡充がうたわれているものの、どうも保守的な部分がありますね。特に静脈物流に関しては後ろ向きな対

応をされることもあります。動脈と静脈はバランスよく機能すべきですから、港湾での静脈物流にもう少

し門戸を開いていただきたいところです。今、鉄スクラップの業界では欧米を見習ってメジャー化がうた

われており、どのように様変わりしていくか分からないところもあります。これから業態が変わっていく

中で、我々の強みである港湾の静脈物流を何とか今のうちに、次のステップでも対応出来る様に受入準備

はしっかり整えていきたいと考えております。

また、数年前に欧米企業との業務提携を主体とした航空貨物の国際複合輸送を行っている㈱プラネット

フレイトを傘下に入れました。例えば輸入においては欧米にある現地工場から日本の納入先までの全ての

物流の見積りをお客様に提供することができます。いずれは物流部に吸収して海上、航空の両方取扱いが

出来るように、と考えております。

新ヤードの開設で新たな発展を目指す

宮本佳則担当部長と共にインタビューにお答えいただいた物流第１グループの内田昌利課長（左）と高林弘氏（右）
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会社から
の一言 当社は港湾運送事業を営む企業の中でも、静脈産業とのつながりが強く、長年

鉄スクラップの本船荷役を主に輸出輸入の作業に携わってきました。これまでも

鉄スクラップ類、廃プラスチック、古紙等、港湾地区を経由する船舶作業は概ね

実績があります。これらの貨物を扱う際には関係諸官庁との折衝も行う必要があ

り国土交通省、港湾局、税関、経済産業省、環境省等とも日常的に打ち合わせも

行っております。

現在、当社ではこれらの強みを活かし、静脈物流の事業枠を拡げ港湾物流の活

用を展開することを計画しております。

彼には静脈産業の知識をより一層深め、新たな発想で港湾物流の次世代を担っ

ていただきたい。

氏 名 高 林 弘

役 職 物流部 第１グループ

自己紹介 私はもともと物流関係に興味があり、生の現場ではどのよ

うなことが行われているのかを経験したくて弊社に入りまし

た。まずスクラップ関連業務を４年経験し、現在は港湾運送

を中心としたスクラップの受注営業、各種手配、関係会社と

の折衝、荷役スケジュール管理、貿易事務、本船手仕舞い、

請求書発行など、始点から終着点まで一連の流れに関する業

務についております。最近では燃え殻・ばいじんの内航船輸

送・荷役管理等、産業廃棄物の収集運搬業に関する業務にも

携わっております。

実際に仕事をして思うのは、お客様の要望やクレームなど、

一つ一つのリクエストにお応えし、相手が望んだ内容に調整

づけることが仕事の遣り甲斐に繋がっているということです。

産業廃棄物に関しては携わってまだ１年と日は浅いのですが、

廃棄物管理士講習会で学んだり、さんぱいフォーラムに参加

したりして知識を深め、私個人の引き出しをどんどん増やし

ていきたいと考えております。

（頑張っている従業員の紹介）わわがが社社ののホホーーププ！！
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連絡先：公益社団法人大阪府産業廃棄物協会 TEL.06－6943－4016
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先日海に出て船の上で竿を出しているとあまり近海では見ない魚が漂っていた。

潮の変化か、はたまた迷い込んだか、その魚は逃げようともせずに船の周りを漂っていた

ので捕まえて食べると中々美味であった。秋はおいしい魚が多く捕れるから好きだ。

しかし最近気持ちの良い春秋は一瞬で過ぎるように感じる。

いい加減⇒良い加減などの時は時間が早く、厳しい季節は長く感じるのは人の常だが、仕

事も同様中々ちょうどいい時は続かない。

仕事があっても人手不足等に悩まされる、仕事が無かった時からすればありがたい話だが

バランスが取れない。

産業廃棄物の業界でも今まで流れていたリサイクルから廃棄物に変わるとその対応を仕切

れない為断ることも多々ある。今は良い仕事を運で取ることもあれば、手間暇かけても利益

に結びつかない仕事は断られる様になってきた。その意味では釣りで言う時合いが来ている

と思う。

慌ただしく年末に向かうこの時期だからこそ、企業としての明年の展望を明確に持つ季節

では無いかと考えたい。
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（※1）処分課程に収集運搬課程を追加して受講される場合は講習期間は4日間となります。
（※2）特管処分課程に特管収集運搬課程を追加して受講される場合は講習期間は5日間となります。

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の許可申請に関する講習会（新規・更新）
特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会

近畿地区　平成29年度日程表
新規講習会 更新講習会

特別管理産業廃棄物
管理責任者講習会産業廃棄物

収集運搬課程
産業廃棄物
処分課程

特別管理産業廃棄物
収集運搬課程

特別管理産業廃棄物
処方課程 収集運搬課程 処分課程

講習期間
受講料 2日間 ￥30,400 3日間 ￥48,300

（※1） 3日間 ￥46,200 4日間 ￥68,000
（※2） 1日間 ￥20,000 2日間 ￥25,200 1日間 ￥14,000

平成29年

4月 大阪会場：28日 大阪会場：27日

5月

京都会場
　11日～12日
兵庫会場
　18日～19日
滋賀会場
　30日～31日

兵庫会場：12日
京都会場：18日

兵庫会場：11日
京都会場：19日
　

6月

奈良会場
　20日～21日
大阪会場 
　28日～29日

滋賀会場：6日 
奈良会場：22日

京都会場
　27日～28日

滋賀会場：7日 
奈良会場：23日 
大阪会場：30日

7月 兵庫会場
　19日～21日

兵庫会場：12日
京都会場：26日 兵庫会場：13日

8月

和歌山会場
　8日～9日
大阪会場 
　30日～31日

兵庫会場
　22日～25日 大阪会場：10日 大阪会場：9日

9月

京都会場 
　６日～7日
兵庫会場
　12日～13日

和歌山会場：14日
大阪会場：29日

和歌山会場：15日
大阪会場：28日

10月 大阪会場
　23日～27日 京都会場：4日 兵庫会場

　12日～13日
京都会場：5日 
兵庫会場：11日

11月 奈良会場：22日

12月 大阪会場
　14日～15日

京都会場：13日 
兵庫会場：19日

大阪会場：13日 
兵庫会場：20日

平成30年

1月
兵庫会場
　30日～31日

大阪会場：18日 
滋賀会場：23日

大阪会場：17日 
滋賀会場：24日

2月

京都会場
　7日～8日
和歌山会場 
　20日～21日

大阪会場
　6日～8日

兵庫会場：15日 
和歌山会場：22日

大阪会場
　21日～22日 兵庫会場：14日

3月 大阪会場
　7日～8日

京都会場
　13日～16日

京都会場：7日 
大阪会場：15日 
奈良会場：23日

京都会場：8日 
大阪会場：14日
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